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先
日
か
らFacebook

に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
紙
面
を
賑

わ
せ
て
い
る
。
今
年
か
ら
施

行
さ
れ
た
欧
州
の
個
人
情
報

保
護
法
に
あ
た
る
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ

Ｒ
」
へ
の
対
策
等
へ
の
懸
念

が
契
機
と
な
っ
て
、
大
き
な

問
題
へ
と
発
展
し
て
い
る
の

だ
。
こ
の
背
景
に
は
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
時
代
に
お
け
る
情

報
利
活
用
の
促
進
と
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
は
、Facebook

等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
流
出

へ
の
懸
念
に
端
を
発
し
た
も

の
で
あ
り
、科
学
的
・
学
問
的

情
報
は
あ
く
ま
で
そ
の
制
限

か
ら
除
外
さ
れ
る
方
向
で
あ

る
。ま
た
、日
本
は
個
人
情
報

を
欧
州
域
外
に
持
ち
出
し
可

能
と
す
る
例
外
と
し
て
、
年

内
に
も
承
認
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。し
か
し
、Ｅ
Ｕ
の
ヨ
ウ

ロ
バ
ー
欧
州
委
員
は
以
前
都

内
の
会
談
で
「
ま
ず
は
大
量

の
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
を
事

業
と
し
て
い
る
組
織
や
、
医

療
や
保
険
な
ど
の
機
微
情
報

を
扱
う
組
織
の
対
応
を
注
視

す
る
」と
述
べ
て
お
り
、違
反

に
は
多
額
の
罰
金
が
課
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
医
療
と

研
究
の
線
引
き
が
難
し
く
、

知
ら
ぬ
間
に
国
境
を
越
え
た

情
報
を
扱
っ
て
し
ま
う
現
代

に
お
い
て
、
我
々
日
本
の
医

療
・
研
究
に
携
わ
る
者
も
無

関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

　

難
病
・
未
診
断
疾
患
の
領

域
で
は
、
患
者
の
臨
床
・
ゲ

ノ
ム
情
報
の
共
有
が
必
須
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。
個
人
情
報
に
配
慮

し
、
標
準
化
・
匿
名
化
さ
れ

た
情
報
共
有
は
、
研
究
開
発

だ
け
で
な
く
診
断
確
定
等
の

形
で
医
療
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通

じ
て
患
者
自
身
が
、
顔
写
真

を
含
む
情
報
等
を
公
開
し
て

お
り
、
新
た
な
デ
ー
タ
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
が
着

実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

医
療
情
報
の
漏
洩
等
か
ら

の
保
護
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
重
要

な
側
面
で
あ
る
一
方
、
そ
の

過
度
な
規
制
や
制
限
に
よ
っ

て
デ
ー
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が

滞
る
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
の
研
究

者
、
医
療
従
事
者
と
の
連
携

を
困
難
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
Ｅ
Ｕ
内
外
の
患
者
に
直

接
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
我
が
国
の
個
人

情
報
保
護
法
も
改
正
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
に

迎
合
し
た
紋
切
り
型
の
対
応

で
は
な
く
、
真
に
患
者
の
た

め
と
な
る
方
法
は
何
な
の

か
、
今
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
・H

u
m

an 
Frontier Science Program 
Scientific Officer
 

足
立
剛
也　

86
回
）

医
療
連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
に
つ
い
て

第
１
回

葛
西 

健
君（
69
回
）が
次
期
Ｗ
Ｈ
Ｏ

西
太
平
洋
地
域
事
務
局
長
に
当
選

安
井 
正
人
君（
68
回
）が

Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
所
長
に
就
任

平
成
30
年
度

三
四
会
全
国
支
部
長
会
開
催

　

「
２
０
２
３
年
か
ら
Ａ
Ａ

Ｍ
Ｃ
の
Ｌ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
ま
た
は
Ｗ

Ｆ
Ｍ
Ｅ
の
基
準
、
ま
た
は
相

当
す
る
国
際
基
準
に
認
定
さ

れ
て
い
な
い
医
学
部
か
ら
の

卒
業
生
に
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ
受
験

を
認
め
な
い
」
と
い
う
通
達

が
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
日
本
の
医
学
教
育
の
質

を
高
め
る
た
め
に
、
日
本
医

学
教
育
認
証
評
価
機
構

Japan Accreditation 
Council for M

edical 
Education

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）

が
設
立
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ

Ｅ
で
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
の
認
証

評
価
に
基
づ
い
た
認
証
評
価

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

慶
應
義
塾
大
学
は
２
０
１

７
年
に
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
に
よ

る
外
部
評
価
を
受
審
し
た
。

医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー
の

平
形
道
人
教
授
が
ト
ッ
プ
に

立
っ
て
、
全
教
員
が
参
加
す

る
形
で
２
年
間
に
わ
た
っ

て
、
膨
大
な
自
己
点
検
評
価

書
を
作
成
し
、
２
０
１
７
年

９
月
に
外
部
評
価
者
の
サ
イ

　

平
成
30
年
度
全
国
支
部
長

会
が
10
月
６
日
（
土
）
18
時

か
ら
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
別
館

2
階
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ル
ー
ム

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
、

新
病
院
棟
1
号
館
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
の
特
集
を
中
心

に
会
を
進
行
し
た
。
台
風
25

号
が
九
州
に
上
陸
し
、
日
本

海
上
を
通
過
し
て
い
る
中
で

全
国
か
ら
24
名
の
支
部
長
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

支
部
担
当
理
事
の
堀
内

（
52
回
）
が
司
会
を
務
め

た
。
前
回
同
様
、
塾
歌
を
斉

唱
し
、
心
を
引
き
締
め
て
総

会
に
臨
ん
だ
。
挨
拶
や
報
告

な
ど
以
下
の
順
で
行
わ
れ
た

が
、
い
ず
れ
の
挨
拶
も
新
病

院
棟
の
建
設
や
会
員
に
向

け
、
三
四
会
各
支
部
の
支
部

長
を
中
心
と
し
た
募
金
等
の

ご
協
力
ご
支
援
に
感
謝
の
意

を
表
し
た
。
武
田
純
三
会
長

（
52
回
）
か
ら
は
、
新
病
院

棟
の
4
月
21
日
の
竣
工
式
の

ト
ビ
ジ
ッ
ト
を
受
け
た
。
最

終
的
な
審
査
結
果
を
２
０
１

８
年
３
月
30
日
付
で
い
た
だ

き
、
無
事
「
認
定
」
さ
れ

た
。

　

２
０
１
８
年
９
月
１
日
時

点
で
認
定
校
は
21
大
学
で
あ

る
。

　

そ
の
中
で
高
く
評
価
さ
れ

た
の
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
教
育
、
リ
サ
ー
チ

マ
イ
ン
ド
の
涵
養
、
国
際
交

流
で
あ
っ
た
。
一
方
、
改
善

が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
重

こ
と
、
日
頃
の
協
力
に
対
す

る
お
礼
、
三
四
会
の
一
年
間

の
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
つ

い
て
丁
寧
な
報
告
が
あ
り
、

支
部
と
の
連
携
の
活
性
化
の

重
要
性
が
示
さ
れ
た
。
竹
内 

勤
慶
應
義
塾
常
任
理
事
（
59

回
）
か
ら
は
、
長
谷
山
彰
塾

長
の
体
制
の
も
と
で
「
病

院
」、「
病
院
経
営
改
革
」
を

担
当
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
現

状
を
述
べ
、
さ
ら
に
5
年
３

か
月
に
わ
た
る
募
金
活
動
に

対
す
る
援
助
に
感
謝
の
意
を

表
さ
れ
た
。
八
十
島
唯
一
横

浜
支
部
長
（
37
回
）
は
、
支

部
長
代
表
挨
拶
の
中
で
横
浜

三
四
会
で
の
募
金
の
働
き
か

け
な
ど
の
苦
労
話
を
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
ら
れ

た
。

　

次
い
で
、
天
谷
雅
行
医
学

部
長
（
64
回
）
は
、
医
学
部

と
し
て
の
取
り
組
み
の
中
で

今
後
さ
ら
に
医
学
部
教
育
の

重
要
性
を
強
調
さ
れ
、
奨
学

金
の
更
な
る
充
実
が
必
要
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
ら
れ

た
。
次
い
で
北
川
雄
光
病
院

長
（
65
回
）
は
、
動
画
を
使

っ
て
新
病
院
棟
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
説
明
さ
れ
、
臨
床
研
究

中
核
病
院
の
取
得
か
ら
更
に

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠

点
病
院
」
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
、
Ａ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
の
活
性

化
や
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

も
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、

渡
辺
真
純
副
会
長
（
64
回
）

か
ら
、
新
病
院
棟
建
設
に
つ

い
て
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
新

１
号
館
の
特
色
に
つ
い
て
改

め
て
説
明
が
あ
り
、
２
０
２

０
年
病
院
開
院
１
０
０
周
年

の
年
ま
で
に
残
り
の
新
病
院

棟
建
設
工
事
が
全
て
終
了
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

　

次
い
で
、
末
岡
浩
理
事

（
59
回
）
が
三
四
会
員
か
ら

の
募
金
は
約
26
・
４
億
円
を

超
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
最
後
の
２
年
間
の
追
い

上
げ
は
目
覚
ま
し
い
も
の

で
、
支
部
長
の
皆
様
の
ご
協

力
に
対
す
る
感
謝
を
改
め
て

強
調
し
た
。
近
藤
太
郎
理
事

（
68
回
）
は
、
医
師
会
役
員

を
務
め
る
三
四
会
員
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
関
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
今

回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
そ

の
集
計
を
報
告
し
、
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
深
川
和
己
理

事
（
68
回
）
か
ら
は
、
赤
倉

山
荘
の
昨
年
の
運
営
状
況
と

今
年
度
の
対
策
、
及
び
連
合

三
田
会
で
の
三
四
会
の
昨
年

の
活
動
と
２
０
１
８
年
10
月

21
日
の
活
動
予
定
が
報
告
さ

れ
た
。
山
澤
文
裕
理
事
（
60

回
）
か
ら
は
、
今
年
度
の
新

し
い
企
画
と
し
て
、
三
四
会

員
の
産
業
医
活
動
を
支
援
・

発
展
さ
せ
る
目
的
で
本
年
度

か
ら
行
っ
て
い
る
産
業
医
委

員
会
の
活
動
が
報
告
さ
れ

た
。
最
後
に
、
宮
川
義
隆
理

事
（
70
回
）
か
ら
、
こ
れ
も

今
年
度
の
新
し
い
企
画
と
し

て
、
三
四
会
員
で
他
大
学
の

教
授
に
就
任
し
た
先
生
方
を

紹
介
し
、
三
四
会
支
部
で
の

親
睦
や
講
演
依
頼
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
他
大
学

教
授
就
任
者
を
紹
介
す
る
資

料
を
ス
ラ
イ
ド
と
配
布
書
類

を
用
い
て
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
堀
内
か
ら
閉
会
の

辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
支
部
長
会
を
締
め
く
く

っ
た
。 

　

そ
の
後
、
会
場
を
隣
に
移

し
19
時
半
よ
り
懇
親
会
が
執

り
行
わ
れ
た
。
司
会
は
、
山

上 

淳
理
事
（
77
回
）
と
堀

内
が
務
め
、
慶
大
商
学
部
１

９
７
２
年
卒
の
講
釈
師　

若

林
鶴
雲
氏
に
よ
る
「
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
誕
生
秘
話
〜

福
沢
諭
吉
と
北
里
柴
三
郎

〜
」
と
い
う
題
名
で
約
30
分

の
講
談
を
拝
聴
し
た
。
現
在

の
慶
應
稲
荷
大
明
神
を
祭
る

こ
と
に
な
っ
た
話
も
印
象
的

で
あ
っ
た
。
楽
し
く
臨
場
感

あ
る
話
に
会
場
か
ら
ア
ン
コ

ー
ル
の
要
望
が
あ
り
、
そ
れ

に
答
え
て
、「
１
９
６
４
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入
場
行

進
」
の
場
面
の
講
談
を
追
加

で
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
な

か
な
か
面
白
い
、
為
に
な
る

講
談
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
山
形
県
の
武
田

和
夫
支
部
長
（
40
回
）
の
乾

杯
の
音
頭
で
杯
を
交
わ
し

た
。
そ
の
後
、
歓
談
し
な
が

ら
、
参
加
さ
れ
た
各
支
部
代

表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
三
四
会

支
部
の
近
況
が
報
告
さ
れ

た
。
参
加
さ
れ
た
支
部
長

は
、
八
十
島
唯
一
（
37
）、

武
田
和
夫
（
40
）、
片
山
義

郎（
44
）、
福
岡
利
之（
46
）、

猪
忠
彦
（
47
）、
林 

和
彦

（
48
）、
野
本
保
夫
（
49
）、

石
澤
晋
（
50
）、
宮
本
京

（
51
）、
笠
島
學
（
51
）、
多

田
紀
夫
（
51
）、
日
原 

弘

（
51
）、
藤
田
博
正
（
51
）、

飯
野
孝
一
（
52
）、
増
田
純

一（
53
）、
家
田
和
夫（
53
）、

田
中
義
（
53
）、
磯
部
潔

（
54
）、
長
倉
和
彦
（
55
）、

川
合
眞
一
（
56
）、
池
端
幸

彦（
59
）、
松
崎
章
二（
61
）、

西
村
正
智
（
63
）、
奥
島
雄

一
郎
（
73
）（
敬
称
略
）
の

計
24
名
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
恒
例
の
「
若
き

血
」
を
、
山
上
淳
理
事
の
指

揮
で
肩
を
組
み
な
が
ら
斉
唱

し
、
エ
ー
ル
を
送
っ
た
後
、

古
梶
清
和
副
会
長
（
63
回
）

の
閉
会
の
辞
で
懇
親
会
を
締

め
く
く
り
、
散
会
と
な
っ

た
。

 

（
堀
内
行
雄　

整
52
回
）

　

10
月
９
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

・
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
西

太
平
洋
地
域
事
地
域
委
員
会

で
、三
四
会
員
の
葛
西
健（
か

さ
い 

た
け
し
）
君
（
69
回
）

が
次
期
地
域
事
務
局
長
に
選

出
さ
れ
た
。今
後
は
、来
年
１

月
末
に
開
催
さ
れ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ

し
た
。

　

20
時
よ
り
ザ
・
パ
ー
ク
に

移
動
し
第
二
部
・
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
連

携
推
進
部
長
で
あ
る
私
の
挨

拶
に
続
き
、
新
宿
区
医
師
会

の
中
澤
精
一
会
長
、
中
野
区

医
師
会
の
溝
口
雅
康
会
長
、

な
ら
び
に
、
杉
並
区
医
師
会

の
甲
田
潔
会
長
よ
り
ご
来
賓

の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

竹
内
勤
常
任
理
事
に
よ
る
挨

拶
、
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
歓

談
に
入
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

か
ら
、
今
回
ご
招
待
し
た
の

は
、
各
医
師
会
の
役
員
の
先

生
方
を
中
心
と
し
た
形
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
医
師
会
か

ら
会
長
、
副
会
長
に
ご
臨
席

を
頂
き
、
理
事
の
先
生
方
を

含
め
て
、
新
宿
区
医
師
会
か

ら
15
名
、
中
野
区
医
師
会
か

ら
18
名
、
杉
並
区
医
師
会
か

ら
19
名
、
な
ら
び
に
連
携
医

療
機
関
の
先
生
方
が
13
名
、

計
65
名
の
先
生
方
に
ご
出
席

を
頂
ま
し
た
。

　

慶
應
は
、
北
川
病
院
長
、

三
村
副
病
院
長
、
長
谷
川
副

病
院
長
、
松
本
副
病
院
長
、

陣
崎
副
病
院
長
、
な
ら
び
に

大
家
の
計
５
名
の
副
病
院

長
、
本
田
事
務
局
長
、
松
田

看
護
部
長
の
８
名
の
病
院
執

行
部
、
各
診
療
部
門
よ
り
医

師
32
名
、
な
ら
び
に
師
長
等

10
名
の
職
員
、
計
50
名
の
体

制
で
お
迎
え
を
致
し
ま
し

た
。

　

医
師
会
の
先
生
方
を
多
数

お
招
き
す
る
会
合
は
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、
会
場
と

な
る
ザ
・
パ
ー
ク
の
全
面
的

な
協
力
も
得
て
、
懇
親
会
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
各
所

で
名
刺
交
換
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
本

田
事
務
局
長
よ
り
挨
拶
と
中

締
め
が
行
な
わ
れ
、
ご
希
望

者
四
十
数
名
の
先
生
方
を
１

号
館
に
ご
案
内
し
、
会
は
無

事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
夏

季
、
金
曜
日
の
夜
の
開
催
で

し
た
が
、
各
診
療
科
の
ご
協

力
の
下
、
お
蔭
様
で
大
盛
況

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　

（
副
病
院
長

　

・
医
療
連
携
推
進
部
長

 

大
家
基
嗣　

66
回
）

山
形
県
の
武
田
和
夫
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶

会場の様子

若
林
鶴
雲
氏
に
よ
る
講
談

第
一
部
で
行
わ
れ
た
講
演
会

第
二
部
の
懇
親
会
の
様
子

　

地
域
医
師
会
の
先
生
方
を

お
招
き
す
る
初
め
て
の
取
組

み
と
な
る
「
第
１
回　

医
療

連
携
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
、
去
る
８
月
31
日
（
金
）

19
時
よ
り
、
病
院
２
号
館
11

階
の
大
会
議
室
（
第
一
部
）

と
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ザ
・
パ
ー

ク
」（
第
二
部
）
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
川
雄
光
病
院
長
の
挨
拶

に
続
き
、
第
一
部
の
講
演
会

で
は
、
佐
々
木
淳
一
救
急
科

診
療
科
部
長
よ
り
「
新
病
院

棟
に
お
け
る
救
急
医
療
」、

続
い
て
、
松
本
守
雄
手
術
セ

ン
タ
ー
長
よ
り
「
新
病
院
棟

の
最
新
の
手
術
室
」、
最
後

に
、
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
・
ゲ
ノ

ム
医
療
ユ
ニ
ッ
ト
の
西
原
広

史
特
任
教
授
よ
り
「
慶
應
義

塾
大
学
病
院
に
お
け
る
、
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
実
施
体
制
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
講
演

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
北
川
病

院
長
の
挨
拶
と
佐
々
木
部
長

の
講
演
で
は
、
新
た
な
取
組

み
と
な
る
、
医
師
会
の
先
生

方
専
用
の
「
慶
應
救
急
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
の
設
置
が
紹
介

さ
れ
、
各
医
師
会
の
先
生
方

か
ら
地
域
医
療
を
支
援
す
る

も
の
と
高
い
評
価
を
頂
き
ま

　

10
月
１
日
付
け
で
、
安
井

正
人
君
（
薬
理
68
回
）
が
、

慶
應
義
塾
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ

ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト

（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
：K

e
io 

U
niversity G

lobal 
Research Institute

）
の
所

長
に
就
任
し
た
。

　

Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
は
、
慶
應
義
塾

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
よ
り
一

層
推
進
し
、
世
界
に
貢
献
す

る
国
際
研
究
大
学
と
な
る
た

め
の
基
盤
と
し
て
、
竹
中
平

蔵
名
誉
教
授
が
立
ち
上
げ
、

所
長
を
務
め
た
、
慶
應
義
塾

大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
究
所
（
Ｇ
︱
Ｓ
Ｅ

Ｃ
）
を
発
展
的
に
改
組
し
、

２
０
１
６
年
11
月
に
設
置
さ

れ
た
。
慶
應
義
塾
は
、
こ
れ

ま
で
「
実

学
」
に
よ
っ

て
地
球
社
会

の
持
続
可
能

性
を
高
め
る

こ
と
を
目
指

し
、
人
文
社

会
科
学
か
ら

自
然
科
学
ま
で
幅
広
い
学
問

領
域
の
研
究
者
を
擁
す
る
総

合
大
学
を
目
指
し
て
き
た
。

　

そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
に
お
い
て
も
「
長

寿
（Longevity

）」「
安
全

（Security

）」「
創
造

（Creativity

）」
の
３
つ
の

ク
ラ
ス
タ
ー
を
中
心
に
文 

理
融
合
研
究
や
領
域
横
断
研

究
を
推
進
、
学
際
的
に
応
用

す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を

執
行
理
事
会

の
承
認
手
続

き
を
経
て
、

２
０
１
９
年

２
月
１
日
よ

り
５
年
間
に

わ
た
り
、
日

本
を
含
む
37

の
国
・
地
域
の
19
億
人
の
健

康
を
守
る
仕
事
に
就
く
。

広
く
国
際
的
に
発
信
す
る 

と
同
時
に
社
会
が
抱
え
る
諸

問
題
の
解
決
に
繋
げ
て
い 

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

に
は
慶
應
義
塾
に
お
け
る

Transdisciplinary 

を
牽
引

し
て
い
く
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

安
井
正
人
君
は
、
医
学
部

教
授
着
任
以
来
10
年
以
上
に

渡
り
、
医
学
部
の
国
際
交
流

　

選
挙
は
、
厳
し
い
も
の
と

な
っ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
疾
病
構
造
の
大
変
革
期
に

先
手
先
手
の
公
衆
衛
生
を
展

開
し
て
こ
の
地
域
を
「
世
界

で
一
番
健
康
で
安
全
な
地
域

に
し
た
い
」
と
い
う
葛
西
君

の
訴
え
が
多
く
の
支
持
を
得

て
勝
利
を
収
め
た
。

　

同
君
は
、医
学
部
卒
業
後
、

岩
手
県
で
臨
床
研
修
。
そ
の

後
、
厚
生
省
で
活
躍
し
、
ロ

ン
ド
ン
大
学
熱
帯
医
学
校
留

学
、
宮
崎
県
勤
務
を
へ
て
、

２
０
０
０
年
か
ら
同
地
域
事

務
局
に
勤
務
。
感
染
症
対
策

課
長
、健
康
危
機
管
理
部
長
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ベ
ト
ナ
ム
代
表
、

地
域
事
務
局
次
長
を
歴
任
。

こ
の
よ
う
な
国
際
リ
ー
ダ
ー

を
我
々
の
仲
間
か
ら
出
せ
た

こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
と
誇

り
で
あ
り
、
同
君
の
健
勝
と

活
躍
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

次
号
で
は
、
葛
西
君
に
よ

る
就
任
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
を
掲
載
す
る
。

 

（
中
谷
比
呂
樹　

56
回
）

の
活
性
化
、
国
際
共
同
研
究

・
教
育
体
制
の
強
化
に
尽
力

し
て
き
た
。
今
回
の
Ｋ
Ｇ
Ｒ

Ｉ
所
長
就
任
を
機
に
そ
の
経

験
を
医
学
部
の
み
な
ら
ず
、

慶
應
義
塾
全
体
の
国
際
研
究

力
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い

た
い
と
期
待
し
て
い
る
。
安

井
正
人
君
は
、
所
長
就
任
時

の
抱
負
と
し
て
、「
特
に
若

手
の
育
成
に
注
力
し
、
Ｋ
Ｇ

Ｒ
Ｉ
か
ら
次
世
代
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
た
。
医
学

部
と
し
て
も
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
の
活

動
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

 

（
天
谷
雅
行　

64
回
）

は
違
う
。
最
初
の
三
色
旗

を
作
る
と
図
1
の
様
で
あ

る
。
現
在
の
三
色
旗
に
較

べ
る
と
、
明
る
い
感
じ
で

あ
る
。

　

浅
葱
色
は
も
と
も
と
は

白
色
で
あ
っ
た
が
、
白
色

は
汚
れ
が
目
立
つ
の
で
、

浅
葱
色
に
な
っ
た
と
、
鎌

田
談
話
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
そ
の
浅
葱
色
も
汚
れ

が
め
だ
つ
の
で
、
だ
ん
だ

ん
、
濃
い
青
色
と
な
り
、

現
在
の
青
色
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
戦
前
の
三
色

旗
が
慶
應
義
塾
の
昭
和
18

年
、「
塾
生
出
陣
」
の
日

の
絵
葉
書
（
図
2
）
に
載

っ
て
い
る
。
カ
ラ
ー
写
真

で
は
な
く
、
旗
が
垂
れ
て

い
る
の
で
、
わ
か
り
に
く

い
が
、
門
柱
右
の
旗
は
日

の
丸
で
、
左
の
旗
は
三
色

旗
に
見
え
る
。Blue

の
色

は
濃
い
青
の
様
で
あ
る
。

（
新
横
浜
整
形
外
科

リ
ウ
マ
チ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

三
笠
元
彦　

44
回
）

　

三
色
旗
はBlue

、Red 

＆ Blue

と
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
色
は
2
色
で
あ

る
。
三
色
の
由
来
は
こ
の

2
色
に
ペ
ン
の
マ
ー
ク
が

黄
色
で
あ
る
の
で
、
三
色

と
な
る
そ
う
で
あ
る
。
現

在
の
三
色
旗
に
な
っ
た
の

に
は
、
多
少
の
由
来
が
あ

る
の
で
、
文
献
を
追
っ
て

み
る
。

　

最
初
に
、
１
９
３
０
年

（
昭
和
5
年
）の
三
田
評
論

に
第
三
代
塾
長
で
鎌
田
栄

吉
先
生
が
三
色
旗
の
由
來

を
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

「
扨
此
旗
の
起
原
に
就

い
て
申
上
げ
ま
す
と
私
が

塾
長
に
就
任
致
し
た
当
時

の
事
で
明
治
三
十
一
年
の

頃
と
記
憶
す
る
。
從
来
運

動
会
な
ど
の
時
紅
白
の
幔

幕
を
使
用
し
来
っ
た
が
、

白
地
は
直
ぐ
に
汚
点
が
出

来
て
誠
に
見
苦
し
い
。
且

不
経
濟
だ
か
ら
何
と
か
良

い
工
夫
は
あ
る
ま
い
か
と

の
事
に
、
私
は
其
れ
な
ら

白
を
淺
黄
に
換
へ
て
赤
と

淺
黄
の
取
合
せ
が
よ
か
ら

う
と
申
し
て
や
つ
て
見
る

と
結
果
は
案
外
よ
か
つ

だ
。
其
の
頃
丁
度
又
塾
の

旗
が
必
要.

だ
と
云
う
の

で
兎
角
の
考
案
も
出
た

が
、
私
は
矢
張
前
の
幔
幕

と
同
様
に
淺
黄
と
紅
を
取

合
せ
た
も
の
が
よ
か
ら
う

と
申
し
た
の
で
、
夫
れ
に

ペ
ン
章
を
付
け
て
今
現
に

使
用
し
て
ゐ
る
や
う
な
三

色
旗
が
出
来
た
。
こ
れ
で

す
っ
か
り
塾
の
カ
ラ
ー
が

出
來
上
つ
た
訳
で
あ
る
。

此
三
色
旗
は
右
の
次
第
で

別
に
深
い
意
味
は
な
い
。」

　

明
治
31
年
に
作
ら
れ

た
、
最
初
の
三
色
旗
は
淺

黄/

赤/

淺
黄
の
三
色
で
あ

る
が
、
浅
黄
色
と
は
浅
葱

色
で
、
現
在
の
三
色
旗
と

図
2
．
塾
生
の
学
徒
出
陣

門
柱
右
は
日
の
丸
の
旗
、
左
は
塾
旗

図
1
．
三
色
旗

上
：
最
初
の
三
色
旗
　
　
下
：
現
在
の
三
色
旗

三
色
旗
の

　
　

由
来
に
つ
い
て

寄 

稿

速報

要
な
診
療
科
に
お
け
る
臨
床

実
習
が
十
分
な
時
間
確
保
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
臨
床
実

習
で
学
生
が
経
験
す
べ
き
症

候
や
疾
患
が
把
握
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
卒
業
コ
ン
ピ
テ

ン
ス
を
学
生
が
達
成
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
評
価
が
十
分

に
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
等

21
項
目
の
改
善
項
目
を
指
摘

さ
れ
た
。

　

認
定
期
間
は
２
０
１
８
年

９
月
１
日
か
ら
２
０
２
５
年

３
月
31
日
ま
で
の
７
年
間
で

あ
り
、
７
年
後
に
再
度
審
査

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
ま
で
の
間
に
、
改
善
の

途
中
経
過
を
教
育
委
員
会
や

外
部
評
価
者
に
よ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
評
価
委
員
会
で
モ
ニ

タ
ー
し
な
が
ら
、
現
在
進
行

中
の
「
１
０
１
回
生
か
ら
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
」
や

Faculty Development

を
通

し
て
、
医
学
教
育
を
改
善
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

審
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
多
く
の
教
職
員
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
慶

應
義
塾
の
医
学
教
育
の
質
を

高
め
て
い
き
た
い
。

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

 

門
川
俊
明　
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回
）

日本医学教育認証
評価機構により認定


